
 
 

2021年 10月 13日 

各 位 

会 社 名  株 式 会 社 B l u e M e m e 

代表者名  代 表 取 締 役 社 長  松 岡  真 功 

（コード番号：4069 東証マザーズ）  

問合せ先  執行役員 事業統括部長  堀井 洋裕樹 

  （TEL 03-6712-8196） 

 

 

BlueMeme、リックソフトと基本合意を締結 

ローコード開発向けのアジャイル管理ツールを共同開発し、 

日本企業の DX推進を加速 

 

株式会社 BlueMeme(本社：東京都千代田区、代表取締役社長：松岡 真功、以下：BlueMeme)は、リックソフト

株式会社(本社：東京都千代田区、代表取締役：大貫 浩、以下：リックソフト)との間で、ローコード向けのア

ジャイル管理ツールの共同開発に関する基本合意書を 2021年 9月 21日に締結いたしましたのでお知らせいた

します。 

 

記 

 

１．本提携の目的と理由 

 BlueMemeは「最新技術を活用した次世代型の情報システム開発を実現し、日本企業の国際的な競争力を向上

させる」というミッションのもと、独自のプロジェクト管理手法「AGILE-DX」を用いたユニークな受託開発サ

ービスの提供を通して、お客様のビジネスアジリティの向上を可能とするデジタルトランスフォーメーション

（DX）を支援する事業を展開しています。リックソフトは「価値あるツールでお客様の価値を向上させる」こ

とをミッションとし、豪ソフトウェア企業 Atlassian Pty. Ltd. が開発・提供するソフトウェア開発ツール

Jira Softwareや情報共有ツール Confluenceなどの導入支援や研修、サポートサービスの提供やアプリ開発を

行っています。 

 

 現在用いられているアジャイル開発向けのプロジェクト管理ツールの多くは、スクラッチ開発を想定して作

られています。スクラッチ開発では、プログラミング言語を記述して一からシステムの開発を行いますが、開

発期間の長期化や、コストが高額になりやすいといった課題があります。よって近年では、設計データからソ

ースコードの自動生成を行い、迅速な開発を可能にするローコード開発が 大きく注目されています。しかし、

ローコードを活用した大規模なアジャイル開発においては、適切な管理ツールが存在しておらず、技術者の稼

働状況や開発の進捗状況、生産性の管理が難しいという現状があります。 

 

 この度の基本合意により、BlueMemeが持つ独自の開発方法論と、リックソフトが取り扱うスクラッチ開発で

最も使用されているソフトウェア開発管理ツールを組み合わせ、スクラッチ開発からローコード開発まで一貫

したアジャイル管理を実現します。これにより、ローコードを活用したアジャイル開発においても、明確なデ

ータに基づいた管理が可能になるほか、組織内で用いる開発手法の統一や標準化、共通認識にもとづいた業務

の遂行により生産性の向上が可能になります。  

 

２．本提携の内容 

以下の主な取り組み内容について、今後両社間で協議を進めて参ります。 



 

• ローコードを活用して大規模なアジャイル開発を管理するためのプラットフォームの開発 

• ローコード開発における開発生産性を評価するツールの開発 

• プログラミング言語の記述により開発するスクラッチ開発と、ビジュアル操作とソースコードの自動

生成を用いて開発を行うローコード開発の両方に対応した管理ツールの開発 

 

３．業務提携の相手先の概要 

（１） 名 称 リックソフト株式会社(証券コード 4429) 

（２） 所 在 地 東京都千代田区大手町 2-1-1 大手町野村ビル 8階 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役 大貫 浩 

（４） 事 業 内 容 

「価値あるツールで人と人をつなぐ、働き方を変える」を目指すリックソ

フトは、海外で話題の最先端ビジネスアプリケーションの提供をしていま

す。全世界で約 3,600 社(2021 年 2 月時点)におよぶ企業の DX の成功に向

けたカスタマーサクセスにも注力しています。 

（５） 資 本 金 328,297,935円（2021年９月末現在） 

（６） 設 立 年 月 日 2005年 1 月 4日 

（７） 売 上 高 4,431百万円（2021年２月期） 

 

４．日 程 

（１） 取 締 役 会 決 議 日 2021年９月 21日 

（２） 基本合意書締結日 2021年９月 21日 

 

 なお、本件による今期業績に与える影響は軽微であります。今後、業績への重大な影響が認められる場合に

は速やかにお知らせいたします。 

 

以 上 


